
＜別紙＞ 情報提供様式 

 

① 事例名 

①スクール・サポート・スタッフの効果的な事例 

②教育課程等の事例 

②学校名 

大津市立仰木小学校                      連絡先   ０７７－５７２－１０２８ 

③取組分野（複数選択可） 

☑教員業務支援員（ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ）の効果的な活用事例 

☑教育課程等 （授業時数の点検、日課表の見直し、カリキュラム、教科担任制、行事の精選等） に関する取組 

④直面していた課題（取組前の様子） 

①毎月、郵便発送している学校便りを教頭が袋詰めし、準備をしていた。職員室内のロッカー内の整理・整頓が不十

分だった。各担任が教材の準備に時間がとられていた。 

②Ｒ５年度は、各月の教員の平均超過勤務時間が、３３時間（長期休業月は除く）、各月の４５時間を超えている教員

の割合は、１６％であった。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 
 

①スクール・サポート・スタッフに職員室のロッカーの書類を
紐でくくる等の仕事や学校便りの封筒詰めや郵送準備を
依頼した。また。各担任が授業で使用するプリントの印刷
等を依頼した。 

②各学期始まりの１週間を午前中日課に、２週目を５校時日課
に設定し、子ども・教職員にとってゆとりある学校生活の
開始と締めくくりを行えるように努めた。 

③常に全教職員が心身ともに健康に子どもに関わるため 
に見通しを持って退勤時間を意識して仕事をするように呼
びかけた。 

 
 取組のポイント 
①書類の仕分けについては、スクール・サポート・スタッフに
依頼するまでにしっかりと行っておく。 

 
②午前中日課や５校時日課の放課後の時間を使い、行うべき
会議等（職員会議や特別支援校内委員会）を設定した。 
そのため、校内の共通理解をしっかりと行うことができ、
各担任が保護者懇談会で話し合う内容を組織として考え
ることができた。 

 

 

 

 

 

 

【令和６年４月と７月の授業について】 

 

 

⑦取組の成果 

 
・①②によりＲ６年度は、教職員の各月の平均勤務時間（長期
休業月は除く）が、７時間減少した。 
・また、各月の４５時間を超えている教職員の割合が、５％減
少した。 

 
成果のポイント 
 

・教職員が自分がするべきことをしっかりと考えて、理解し
て取り組むこと。 

 
・常に全教職員が心身ともに健康で子どもたちに関われるよ
うに、毎日、退勤時間について呼びかけたこと。 

 
・全員が見通しを持って、スクール・サポート・スタッフさんと
コミュニケーションをとりながら、活用していくこと。 

 

朝学

習
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

8 月 3 3 3 3 3 3

9 火  1/3 3 3 3 3 3 3

10 水  1/3 3 4 4 4 4 4

11 木  1/3 3 4 4 4 4 4

12 金  1/3 3 4 4 4 4 4

13 土

14 日

15 月  1/3 5 5 5 5 5 5

16 火  1/3 5 5 5 5 5 5

17 水  1/3 5 5 5 5 5 5

18 木  1/3 5 5 5 5 5 5

19 金  1/3 5 5 5 5 5 5

20 土

４月
行事

新任式　始業式　入学

式

登校指導　挨拶運動

１年給食開始

学・学調査

職員会議３　給食開始

町別児童会③

朝学

習
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

7 日

8 月  1/3 5 5 5 5 5 5

9 火  1/3 5 5 5 5 5 5

10 水  1/3 5 5 5 5 5 5

11 木  1/3 5 5 5 5 5 5

12 金  1/3 5 5 5 5 5 5

13 土

14 日

15 月

16 火 4 4 4 4 4 4

17 水 4 4 4 4 4 4

18 木  1/3 3 3 3 3 3 3

19 金 3 3 3 3 3 3

20 土

職員会議６・職員作業

３校時日課１１：４５下

校

個別懇談特別４校時

日課１３時下校

終業式　３校時日課１

１：４５下校

７月
行事

個別懇談特別４校時

日課１３時下校　給食

最終

防犯教室②③？

海の日


